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移行のためのディスクスペースの増加
1つの Cisco Prime Collaboration Deploymentサーバを使用して多数の Unified Communications
Managerサーバを同時に移行する場合、Cisco Prime Collaboration Deploymentディスクは空きス
ペースの少ない状態で実行され、これが原因で移行タスクが失敗することがあります。Cisco
Prime Collaboration Deploymentシステムを使用して複数のサーバを同時に移行する予定の場合
は、次の手順を使用してディスクサイズを増やすことができます。
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手順

ステップ 1 Cisco Prime Collaboration Deployment CLIにログインし、utils system shutdownコマンドを入力
して Cisco Prime Collaboration Deploymentサーバをシャットダウンします。

ステップ 2 Cisco PrimeCollaborationDeploymentサーバがシャットダウンされたら、ESXi hostに移動して、
Cisco PrimeCollaborationDeploymentサーバがある仮想マシンのディスクサイズを増加します。

ステップ 3 Cisco Prime Collaboration Deploymentサーバを再起動します。

ステップ 4 Cisco Prime Collaboration Deploymentサーバで利用可能なディスクスペースの容量を表示する
には、Cisco Prime Collaboration Deploymentサーバで CLIコマンド show statusを実行します。

一般的なトラブルシューティングの問題

段階的なイベントのログの表示

Cisco Prime Collaboration Deploymentの段階的なログを表示するには、[モニタリング
（Monitoring）]ダッシュボードで [ログの表示（View Log）]ボタンを使用します。

Cisco Prime Collaboration Deploymentログへのアクセス

CLIコマンドを使用してCisco PrimeCollaborationDeploymentログにアクセスして詳細を取得し
ます。例：

file get activelog tomcat/logs/ucmap/log4j/*

タスク開始前の問題の確認

タスクを開始する前に問題をチェックするには、[検証（Validate）]ボタンを使用します。検
証プロセスで問題が特定された場合、詳細情報を参照するには [ログの表示（ViewLog]ボタン
をクリックします。

ノード情報の不一致

Cisco PrimeCollaborationDeploymentに保管されているノード情報と実際のノードとの間の不一
致は、自動的に修正できます（アクティブなバージョンなど）。他の情報の場合、問題を修正

するには再検出が必要です。

サーバ間の通信の確認

サーバ間の通信を確認するには（パケットが正しいポート間で送受信されていることの確認な

ど）、network capture CLIコマンドを使用します。
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[ログの表示（View Log）]に表示されるエラー
[Monitoring（モニタリング）]ダッシュボードの [ViewLog（ログの表示）]ボタンを使用して、
タスクの実行時に Cisco Prime Collaboration Deploymentのログを段階的に確認できます。ログ
を確認する場合、イベントまたはエラーが表示される場合があります。より一般的なエラーの

例、およびそれを解決するために提案されるアクションが以下に示されています。

ノードの接続/コンタクトの問題

エラーメッセージ：

•「ネットワーク診断サービスは、{0}にネットワークの問題があることを示します。ネッ
トワーク障害が解決されるまでネットワーク設定を変更することはできません（Thenetwork
settings cannot be changed until the network issue is resolved.）」

•「ノードを検出できませんでした（The node could not be located）」
•「ノードにコンタクトできませんでした（The node could not be contacted）」

ノードの接続およびコンタクトの問題を解決するために実行できるアクションは以下のとおり

です。

•指定されたノードに対するネットワーク設定とファイアウォール設定を確認して、Cisco
Prime Collaboration Deploymentサーバがノードと通信できるようにします。

•ノードの電源がオフになっていないか、ノード名のスペルが間違っていないか、または
ノードにアクセス不可になっていないかを確認します。

他の接続の問題

エラーメッセージ:

•「バージョン切り替えステータスを検出できませんでした（The switch version status could
not be determined.）手動で一時停止してバージョン切り替えが完了したことを検証してく
ださい（Please manually verify that the switch version completed.）」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

スイッチバージョンのタスク中に、サーバが一定時間に応答しない場合、タスクが成功したと

してもこのメッセージが表示されることがあります。このエラーが表示された場合は、応答し

ていないサーバのCLIにログインし、 show version activeコマンドを実行して、スイッチのバー
ジョンが成功したかどうかを確認します。たとえば、Cisco Unified Contact Center Expressサー
バのバージョン切り替えには 60分以上かかることがあります。

ノード応答

エラーメッセージ：

•「ノードが予想時間内に応答しませんでした（The node did not respond within the expected
time frame.）」

•「ノード {0}のアップグレードサービスから、期待される返答がありませんでした。This
is assumed to be a failure.（これはエラーと見なされます。）However, this can also happen
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when network connectivity is temporarily lost.（ただし、これはネットワーク接続が一時的に
失われた場合に発生することがあります。）続行する前に、ノード {0}のアップグレード
ステータスを手動で確認してください。」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

これらのメッセージは通常、タスク実行中（インストール、アップグレードなど）に、新規

ノードが一定期間内に Cisco Prime Collaboration Deploymentサーバとコンタクトしない場合に
表示されます。アップグレードでは、この期間は8時間です。したがって、このいずれかのエ
ラーメッセージが表示される場合は、タスクが失敗している可能性があります。ただし、これ

らのエラーメッセージは、アップグレード（またはインストール）中にサーバが Cisco Prime
CollaborationDeploymentとコンタクトするのを妨げるネットワーク障害が発生したことを意味
する場合もあります。したがって、これらのメッセージの1つが表示されたら、応答していな
いサーバに（CLIを使用して）ログインし、show version activeコマンドを実行してアップグ
レードが正常に実行されたかどうかを確認します。

データストアをマウントできない

エラーメッセージ:

•「ESXiホスト <hostname>でデータストア xxx_NFSをマウントできませんでした（Unable
to mount datastore xxx_NFS on ESXi host <hostname>）」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

このエラーは、ネットワークファイルシステム（NFS）データストアに問題がある場合に発
生します。データストアの問題は、Cisco Prime Collaboration Deploymentが予期しない状況で
シャットダウンされた場合に発生する可能性があります。このエラーが発生した場合、ESXi
ホストを確認し、古いNFSマウントをアンマウントしてください。次に、ESXiホストをCisco
Prime Collaboration Deploymentから削除してから再度追加してください。

ESXiホストをインベントリに追加できない

エラーメッセージ:

•「ESXi host xxxxxxxを追加できません。」

考えられる原因：

このエラーは、ESXiホストのvSwitchホストのネットワーキングの問題によって発生した可能
性があります。

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

•ホストに Pingを実行し、CLIコマンド utils network ping hostnameを実行して接続性を確
認します。

• ESXiホストのライセンスが有効であることを確認します。デモライセンスはサポートさ
れていません。

• ESXiホストへのルートアクセス権が必要であることに注意してください。ESXiホストの
クレデンシャルを追加する場合にルートのユーザ名およびパスワードを使用します。
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•ネットワークアドレストランスレーション（NAT）を使用している場合、Cisco Prime
Collaborationおよびノードと正常に通信するためには、Cisco PrimeCollaborationDeployment
およびクラスタ内のすべてのノードが、同じ NATの後ろにある必要があります。

仮想マシンの電源をオンにできない

エラーメッセージ:

•「ESXiホストxxxxxxx上でxxxという名前のVMの電源をオンにできませんでした（Unable
to power on the VM named xxx on ESXi host xxxxxxx）」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

VMが置かれる ESXiホストを確認します。[タスクとイベント（Tasks and Events）]タブで、
Cisco PrimeCollaborationDeploymentがいつVMの電源オンを試行したかを示すタイムスタンプ
を確認します。そのホストにすでに存在しているVMの数が多すぎるかどうかを判断します。
その場合は、このクラスタに使用されていないVMの電源をオフにすることが必要になる場合
があります。

仮想マシンの電源状態

エラーメッセージ:

•「ESXiホストXX.XX.X.XX内のVMxxxxxの電源状態はOFFである必要があります（The
power state of VM xxxxx in ESXi host XX.XX.X.XX needs to be OFF.）タスクは一時停止され
ます（The task is now paused.）」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

移行タスクの宛先クラスタで使用されるVM、または新規クラスタのインストールに使用され
る VMが、OFF状態である必要があります。このエラーメッセージが表示された場合は、指
定されたVMを確認します。オフになっていない場合、電源をオフにします。次に、タスクを
再試行または再開します。

ユーザ名またはパスワードが無効

エラーメッセージ:

•「ユーザ名とパスワードの両方またはいずれか一方が無効です（The username and/or
password is not valid.）」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

クラスタページでこのサーバの管理者名およびパスワードを修正します。これで、このノード

を再検出できます。

Platform Administrative Web Services（PAWS）

エラーメッセージ：

•「Platform Administrative Web Services（PAWS）を利用できません（The Platform
Administrative Web Services (PAWS) is not available.）」
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•「Platform AdministrativeWeb Services（PAWS）インターフェイスを介してノード {0}にア
クセスできません。」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

サーバにアクセス可能であり、PAWSサービスがノード上でアクティブであることを確認しま
す。Cisco PrimeCollaborationDeploymentを使用して、アプリケーションサーバでアップグレー
ドの実行、バージョンの切り替え、またはタスクの再実行を行う場合（たとえば、Unified
CommunicationsManagerサーバをアップグレードする場合など）、アプリケーションのPlatform
Administrative Web Serviceがアクティブでなければなりません。それ以外の場合、Cisco Prime
Collaboration Deploymentサーバは Unified Communications Managerアプリケーションサーバと
通信できません。

{1}という名前の {0} VMが、ESXi Host {2}で検出されました。

エラーメッセージ:

•「{1}という名前の {0} VMが、ESXi Host {2}で検出されました。」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

指定された仮想マシンがまだ ESXiホスト上に存在することを確認します。場合によっては、
VMが別の ESXiホストに移動されることがあります。この場合、VMを保持する ESXiホスト
を Cisco Prime Collaboration Deploymentサーバに追加する必要があります。

ESXi Host {1}の VM {0}の電源ステータスを、OFFにする必要があります。

エラーメッセージ:

•「ESXi Host {1}の VM {0}の電源ステータスを、OFFにする必要があります。」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

Cisco Prime Collaboration Deploymentを VMにインストールまたは移行するには、ターゲット
VMの電源がオフになっている必要があります。

CLIコマンドのタイムアウト

エラーメッセージ:

•「ノード {0}で CLIコマンドがタイムアウトしました」

問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

ノードのネットワーキング、接続、またはパスワードの問題を確認します。また、コマンドが

タイムアウトした間に別の操作が進行中であったかどうか（COPファイルのインストールな
ど）を確認します。

検証の問題によるタスクの一時停止

エラーメッセージ:

•「検証の問題によりタスクが一時停止しました（Task paused due to validation issues）」
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問題解決のために考えられるアクションは以下のとおりです。

タスクを実行する前に、Cisco PrimeCollaborationDeploymentサーバは、使用する予定のVMが
利用可能かどうか、ISOファイルが検出可能かどうかなどを確認するために検証チェックを実
行します。このメッセージは、検証チェックのいずれかが失敗したことを示しています。失敗

した検証の詳細については、ログファイルを確認してください。

ロックエラー
ほとんどの製品では、一度に 1つの変更だけを加えることができます（たとえば、アップグ
レードの進行中はNetwork Time Protocol設定を変更することはできません）。ノードのロック
中にリクエストが作成されると、以下の情報を含むロックメッセージが表示されます。

•ロックされていたリソースの名前
•リソースをロックしたプロセスの ID
•ノードのホスト名

通常、数分待ってから再試行できます。詳細については、ノードCLIを使用して、提供された
プロセス IDおよびホスト名に基づいた正確なプロセスを識別します。

NFSデータストア

例外およびその他の NFS関連の問題

例外またはその他の NFS関連の問題については、Cisco Prime Collaboration Deploymentログを
参照してください。

VMware vSphereの使用

NFSデータストアが使用可能であること確認するために VMware vSphereを使用します。

現在のすべてのデータストアのマウント解除および再マウント

再起動すると、Cisco Tomcatは現行データストアをすべてアンマウントしてから、それらの
データストアの再マウントを試行します。

[モニタ（Monitor）]ページの一時停止状態

タスクが手動介入を待機中

移行や再アドレス付けなどの特定のタスクは、手動による介入が必要になった地点で一時停止

します。これらのタスクでは、Cisco PrimeCollaborationDeploymentシステムが一時停止を強制
的に適用します。タスクがこのポイントに到達すると、タスクは停止し、メッセージが [モニ
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タリング（Monitoring）]ページに表示されます。手動の手順を必要に応じて実行し、タスクの
再開の準備ができたら [再開（Resume）]ボタンをクリックします。

検証の問題によるタスクの一時停止

このメッセージが表示された場合は、[View log（ログの表示）]リンクをクリックしてどの検
証が失敗したかについて詳細を確認します。

タスクアクションの失敗によるタスクの一時停止

このメッセージが表示された場合は、[View log（ログの表示）]リンクをクリックしてどのタ
スクが失敗したかについて詳細を確認します。

スケジューリング

スケジュール日の確認

タスクがスケジュールされていたが開始されなかった場合は、スケジュールの日程を確認しま

す。

検証テスト

タスクの開始時に、Prime Collaboration Deploymentは一連の検証テストを実行します。検証エ
ラーがあるとタスクが一時停止します。

タスクが一時停止している理由の確認

[ログの表示（View Log）]ボタンを使用して、タスクが一時停止している理由（検証エラー、
一時停止が要求されたか必要となった、特定の手順で1つ以上のノードが失敗したなど）を確
認します。

タスクのキャンセル

一部の手順は、開始後にキャンセルできません（例：サーバの再起動）。タスクをキャンセル

すると、手順が終了するまでそのタスクの状態は[キャンセル中（Canceling）]になります。

サーバ接続

接続の確認

接続を確認するには、utils network pingおよび traceroute CLIコマンドを使用します。
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正引きおよび逆引き DNSルックアップの検証

utils network host CLIコマンドを使用して、正引きおよび逆引き DNSルックアップを検証し
ます。

Platform Administrative Web Services

アップグレード、再起動、およびバージョン切り替えが実行されるノードで Platform
Administrative Web Servicesがアクティブであることを確認します。

ポートが開いていることの確認

Port Usageガイドにリストされているポートが開いていることを確認します（たとえば、NFS
および SOAPコールバックポートが他のネットワークデバイスによってブロックされていな
いことを確認します）。

再起動によるタスクの失敗
以下の各タスクの成功または失敗は、Prime Collaboration Deploymentサーバが移行中にクラス
タ内の各サーバから応答を得ることができるかどうかに依存しています。サーバへの接続が失

われた場合、または Prime Collaborationサーバがタスク中に再起動する場合、タスクは正常に
完了してもエラーを表示する場合があります。

インストールタスクの失敗

問題

インストールタスクの各手順の成功または失敗は、Prime Collaboration Deploymentサーバが移
行中にクラスタ内の各サーバから応答を得ることができるかどうかに依存しています。

考えられる原因

インストールタスク中に Prime Collaborationサーバが再起動すると、インストールは正常に完
了していてもエラーを表示する場合があります。

次の表に、タスクがアプリケーションサーバ上で正常に完了したかどうかを確認する手順、そ

して正常に完了しなかった場合に当該タイプのエラーから回復する方法について説明していま

す。
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ソリューション

表 1 :導入環境の例：マルチノードクラスタ導入環境

実行されるアクション（Then）条件（IF）

1. 同じクラスタノードで新規フレッシュインストールタス
クを作成する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM
and Presenceサービスなどの Unified
Communications製品の場合、Cisco Prime
Collaboration Deploymentは後続のノードをクラ
スタから個別にインストールするインストール

タスクをサポートしません。

（注）

2. 宛先クラスタに関連付けられた ESXiホストの VMのス
テータスを確認します。任意の VMに電源が投入され、
インストールされたら、これらのVMを削除してOVAを
再展開します。

詳細は、インストールタスクに関するトピック

を参照してください。

（注）

障害は最初のノードでのイン

ストールの際に発生します

1. Cisco Unified CommunicationsManagerなどの障害が発生し
た Unified Communications VMノードにログインし、手動
でインストール状態を確認します。詳細については、

Unified Communications製品のマニュアルを参照してくだ
さい。

2. すべての新規クラスタノードで新規インストールタスク
を作成します。インストールプロセスを再実行するため、

インストールされているVMをすべて削除し、新しいVM
を作成するための推奨 OVAを再導入し、新しいインス
トールタスクを作成します。

VM名が以前の設定から変更される場合、新規
フレッシュインストールクラスタを追加し、新

規フレッシュインストールタスクを作成し、そ

のタスクを実行する必要があります。

（注）

3. 宛先クラスタに関連付けられた ESXiホストの VMのス
テータスを確認します。任意の VMに電源が投入され、
インストールされたら、これらのVMを削除してOVAを
再展開します。

詳細は、インストールタスクに関するトピック

を参照してください。

（注）

インストールが最初のノード

で正常に実行されたが Prime
Collaboration Deploymentが接
続を失った後に後続のノード

で失敗する
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アップグレードタスクの失敗

問題

アップグレードタスクの各手順の成功または失敗は、Prime Collaboration Deploymentサーバが
アップグレード中にクラスタ内の各サーバから応答を得ることができるかどうかに依存してい

ます。

考えられる原因

Prime Collaborationサーバがアップグレードタスク中に再起動した場合、アップグレードは正
常に完了した場合でもエラーを表示することがあります。

次の表に、タスクがアプリケーションサーバ上で正常に完了したかどうかを確認する手順、そ

して正常に完了しなかった場合に当該タイプのエラーから回復する方法について説明していま

す。
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ソリューション

表 2 :導入環境の例：マルチノードクラスタ導入環境

実行されるアクション（Then）条件（IF）

障害は最初のノードのアップグレードの際に

発生します
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実行されるアクション（Then）条件（IF）

1. どの手順に成功し、どの手順が失敗した
か確認するには、[モニタリング
（Monitoring）]ページでタスクのステー
タスを確認します。

2. 最初の Unified Communications VMノード
（Cisco Unified CommunicationsManagerな
ど）にログインします。ソフトウェアの

バージョンとアップグレードステータス

を調べ、このノードが新しいバージョン

にアップグレードされているかどうかを

確認します。詳細については、Unified
Communications製品のマニュアルを参照
してください。

3. 最初のノードのアップグレードが正常に
行われた場合、後続ノードで新規アップ

グレードタスクを作成できます。

4. 最初のノードのアップグレードに失敗し
た場合、すべてのノードで新規アップグ

レードタスクを作成できます。

5. アップグレードタスクに自動バージョン
切り替えが設定されている場合、Unified
Communications製品ノード上でアクティ
ブおよび非アクティブなパーティション

のステータスをチェックします。Unified
Communications製品ノードで自動バージョ
ン切り替えが失敗した場合は、バージョ

ン切り替えを実行します。詳細について

は、Unified Communications製品のマニュ
アルを参照してください。

バージョン切り替えが必要な場

合、自動バージョン切り替えが

（注）

設定されている新しいアップグ

レードタスクにより、新しい

アップグレードタスクを後続の

ノードに対して実行する前に、

バージョン切り替えを行う必要

があります。

COPファイルをインストールするた
めにアップグレードタスクが作成さ

（注）

れた場合、COPファイルのインス
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実行されるアクション（Then）条件（IF）

トールステータスを Unified
Communicationsノードで直接確認し
ます。

1. 失敗した Unified Communications VMノー
ド（Cisco Unified Communications Manager
など）にログインします。ソフトウェア

のバージョンとアップグレードステータ

スを調べ、このノードが新しいバージョ

ンにアップグレードされているかどうか

を確認します。詳細については、Unified
Communications製品のマニュアルを参照
してください。

後続のノードで正しい新規バー

ジョンが示された場合、Prime
Collaboration Deploymentでアッ
プグレードタスクを再作成する

必要はありません。

（注）

2. 後続ノードで、非アクティブなパーティ
ションでは新規バージョンが示されてい

て、アクティブなパーティションでは古

いバージョンが示されており、アップグ

レードタスクが自動バージョン切り替え

を実行するように設定されている場合、

自動バージョン切り替えを Cisco Unified
CommunicationsManagerノードで手動で実
行するか、Prime Collaboration Deployment
を使用してバージョン切り替えタスクを

作成する必要があります。

3. アップグレードタスクで自動バージョン
切り替えが設定されており、後続のノー

ドでバージョンが正しく示されていない

場合、バージョン切り替えを実行します。

詳細は、UnifiedCommunications製品マニュ
アルを参照してください。

COPファイルをインストールするた
めにアップグレードタスクが作成さ

れた場合、COPファイルのインス
トールステータスを Unified
Communicationsノードで直接確認し
ます。

（注）

アップグレードが最初のノードで正常に実行

されたが Prime Collaboration Deploymentが接
続を失った後に後続のノードで失敗した
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移行タスクの失敗

問題

移行タスクの各手順の成功または失敗は、Prime Collaboration Deploymentサーバが移行中にク
ラスタ内の各サーバから応答を得ることができるかどうかに依存しています。

考えられる原因

移行タスク中にPrimeCollaborationサーバが再起動すると、移行は正常に完了していてもエラー
を表示する場合があります。

ソリューション

Prime Collaboration Deploymentで接続が失われた後で移行タスクが失敗する場合は、移行プロ
セス全体を再実行することをお勧めします。移行タスクを再実行するには、新しいタスクを作

成する必要があります。マルチノードクラスタ導入環境では、次の手順に従ってください。

1. どの手順に成功し、どの手順が失敗したか確認するには、[モニタリング（Monitoring）]
ページでタスクのステータスを確認します。

2. 送信元ノードがシャットダウンした場合、ノードの電源を手動でオンにする必要がありま
す。

シャットダウンされたすべての送信元ノードでこの手順を繰り返して行ってください。（注）

3. 失敗した移行タスクを削除します。

4. 失敗した移行タスクに関連付けられている宛先移行クラスタを削除します。

送信元クラスタを削除する必要はありません。（注）

5. 宛先クラスタに関連付けられたESXiホストのVMのステータスを確認します。任意のVM
に電源が投入され、インストールされたら、これらの VMを削除して OVAを再展開しま
す。

詳細は、移行タスクに関するトピックを参照してください。（注）
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バージョン切り替えタスクの失敗

問題

バージョン切り替えタスクの各手順の成功または失敗は、Prime Collaboration Deploymentサー
バがバージョン切り替え中にクラスタ内の各サーバから応答を得ることができるかどうかに依

存しています。

考えられる原因

Prime Collaborationサーバがバージョン切り替えタスク中に再起動する場合、バージョン切り
替えは、正常に完了した場合でもエラーを表示することがあります。

次の表に、タスクがアプリケーションサーバ上で正常に完了したかどうかを確認する手順、そ

して正常に完了しなかった場合に当該タイプのエラーから回復する方法について説明していま

す。

ソリューション

表 3 :導入環境の例：マルチノードクラスタ導入環境

実行されるアクション（Then）条件（IF）

1. 最初の Unified Communications VMノード
（たとえば、CiscoUnifiedCommunications
Manager）にログインし、アクティブおよ
び非アクティブなパーティションの両方

でソフトウェアバージョンを手動で確認

します。詳細については、Unified
Communications製品のマニュアルを参照
してください。

2. 最初のノードがアクティブなパーティショ
ンの古いバージョンをまだ表示しており、

新規バージョンが非アクティブなパーティ

ションにある場合、Prime Collaborationの
同じノードで新規バージョン切り替えタ

スクを作成し、そのタスクを再度実行し

ます。

障害は最初のノードのバージョン切り替えの

際に発生します
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実行されるアクション（Then）条件（IF）

1. 後続の Unified Communications VMノード
（例：Cisco Unified Communications
Manager）にログインします。ソフトウェ
アとスイッチのバージョンステータスを

調べ、後続ノードが稼働しており正しい

バージョンが実行されていることを確認

します。

2. 後続ノードがアクティブなパーティショ
ンで正しい新規バージョンを表示する場

合、Prime Collaboration Deploymentでバー
ジョン切り替えタスクを再作成する必要

はありません。

3. 後続ノードが非アクティブパーティショ
ンで新規バージョンを表示しており、古

いバージョンがアクティブなパーティショ

ンにある場合、後続ノードではバージョ

ン切り替えは失敗します。後続ノードで

バージョン切り替えを手動で実行するか、

または Prime Collaboration Deploymentで後
続ノードに新規バージョン切り替えタス

クを作成できます。

バージョン切り替えが最初のノードで正常に

実行されたが Prime Collaboration Deployment
が接続を失った後に後続のノードで失敗する

タスク再アドレス付けの失敗

問題

再アドレス付けタスクの各手順の成功または失敗は、Prime Collaboration Deploymentサーバが
クラスタ内のすべてのサーバから応答を得られるかどうかに依存しています。

考えられる原因

Prime Collaborationサーバが再アドレス付けタスク中に再起動すると、再アドレス付けに成功
した場合でもエラーが通知されることがあります。

次の表に、タスクがアプリケーションサーバ上で正常に完了したかどうかを確認する手順、そ

して正常に完了しなかった場合に当該タイプのエラーから回復する方法について説明していま

す。
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ソリューション

表 4 :導入環境の例：マルチノードクラスタ導入環境

実行されるアクション（Then）条件（IF）

1. 最初の Unified Communications VMノード
（たとえば、CiscoUnifiedCommunications
Manager）にログインし、ネットワーク設
定が正常に変更されたことを確認します。

詳細については、Unified Communications
製品のマニュアルを参照してください。

2. ネットワーク設定が最初のノードで正常
に変更されたことを確認したら、Prime
CollaborationDeployment上の後続のノード
上で新規再アドレス付けタスクを作成し、

このタスクを実行します。ネットワーク

設定が最初のノードで正常に変更されて

いない場合、PrimeCollaborationDeployment
の両方のノードで新規再アドレス付けタ

スクを作成し、このタスクを再実行しま

す。

障害は最初のノードの再アドレス付けの際に

発生します
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実行されるアクション（Then）条件（IF）

1. 最初の Unified Communications VMノード
（たとえば、CiscoUnifiedCommunications
Manager）にログインし、ネットワーク設
定が正常に変更されたことを確認します。

詳細については、Unified Communications
製品のマニュアルを参照してください。

2. ネットワーク設定が最初のノードで正常
に変更されたことを確認したら、Prime
CollaborationDeployment上の最初のノード
上で新規再アドレス付けタスクを作成す

る必要はありません。ただし、後続のノー

ドでは新規再アドレス付けタスクを作成

する必要があります。ネットワーク設定

が最初のノードで正常に変更されなかっ

た場合、Prime Collaboration Deployment上
の最初のノードおよび後続のノードで新

規再アドレス付けタスクを作成し、新規

タスクを実行します。

3. ネットワーク設定が正常に変更された場
合、Prime Collaboration Deploymentのネッ
トワーク設定が正しいことを確実にする

ために、このクラスタに対するクラスタ

ディスカバリをアップデートします。

1. [Clusters（クラスタ）]画面で、クラ
スタ内のノードを示す三角形をクリッ

クします。

2. ネットワーク設定を確認して、必ず
[Cluster Nodes（クラスタノード）]
テーブルに新しいネットワーク設定

（たとえばホスト名）が表示されるよ

うにします。

3. 正しいネットワーク設定が表示されな
い場合は、クラスタ内の各ノードに対

する [RefreshNode（ノードのリフレッ
シュ）]のリンクをクリックします。

再アドレス付けタスクが最初のノードで正常

に実行されたが PrimeCollaborationDeployment
が接続を失った後に後続のノードで失敗する
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サーバ再起動タスクの失敗

問題

サーバ再起動タスクの各手順の成功または失敗は、PrimeCollaborationDeploymentサーバがサー
バ再起動中にクラスタ内の各サーバから応答を得ることができるかどうかに依存しています。

考えられる原因

Prime Collaborationサーバがサーバ再起動中に再起動する場合、サーバ再起動は正常に完了し
てもエラーを表示する場合があります。

次の表に、タスクがアプリケーションサーバ上で正常に完了したかどうかを確認する手順、そ

して正常に完了しなかった場合に当該タイプのエラーから回復する方法について説明していま

す。

ソリューション

表 5 :展開例：マルチノードクラスタ展開

実行されるアクション（Then）条件（IF）

1. 最初の Unified Communications VMノード
（たとえば、CiscoUnifiedCommunications
Manager）にログインし、再起動のステー
タスを手動でチェックします。

2. 最初のノードが再起動されていない場合
は、すべてのノードで新しいサーバ再起

動タスクを再作成し、タスクを再度実行

します。

障害は最初のノードのサーバ再起動の際に発

生します

1. 2番目の Unified Communications VMノー
ド（たとえば、Cisco Unified
CommunicationsManager）にログインし、
再起動のステータスを手動でチェックし

ます。

2. 後続のノードが正常に再起動した場合、
新規サーバ再起動タスクを再作成する必

要はありません。後続ノードが再起動し

ていない場合、後続ノードにのみ新規サー

バ再起動タスクを作成します。

サーバ再起動が最初のノードで正常に実行さ

れたが Prime Collaboration Deploymentが接続
を失った後に後続のノードで失敗する
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タスクのスケジューリング

スケジュールされているが開始されていないタスク

タスクがスケジュールされていたが開始されなかった場合は、スケジュールの日程を確認しま

す。

検証エラー

タスクが開始すると、一連の検証テストが実行されます。検証エラーではタスクを一時停止し

ます。

タスクの一時停止の原因

[ログの表示（View Log）]ボタンをクリックして、タスクが一時停止している理由（検証エ
ラー、一時停止が要求されたか必要となった場合、特定の手順での1つ以上のノードの失敗な
ど）を確認します。

キャンセルできないタスク

開始後にはキャンセルできないタスクがあります（たとえば、サーバの再起動またはサーバ

ノードのインストールなど）。タスクをキャンセルすると、手順が終了するまでそのタスクは

キャンセル状態のままになります。

タスクのタイムアウト

結果の手動による確認

すべての Cisco Prime Collaboration Deploymentタスクには、タスクと製品のタイプに応じて、
30分から 10時間のタイムアウトが組み込まれています。Cisco Prime Collaboration Deployment
がその期間内に期待される結果を受信しない場合、実際のプロセスが成功した場合でも Cisco
Prime Collaboration Deploymentはエラーを示します。ユーザは手動で結果を確認し、偽陰性を
無視する必要があります。

再アドレス付けのタイムアウト

再アドレス付けの実行中にVLANの変更が必要となる場合、CiscoPrimeCollaborationDeployment
はそのノードに対する更新を受信しません。その結果、再アドレス付けは、実際の再アドレス

付けプロセスが成功した場合にもタイムアウトします。

リソースの問題によるノードの遅延

VMware vSphereを使用して、ノードを遅延させているリソースの問題がないことを検証しま
す。ディスク、CPU、およびメモリの問題によって、ログインが通常より遅くなる場合があり
ます。これにより、クラスタ検出中に接続タイムアウトの問題が発生する場合があります。
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ネットワークの輻輳

アップグレード、インストール、および移行ではネットワーク上で大きなファイルが送信され

るため、ネットワークの輻輳が原因でタスクにかかる時間が通常よりも長くなる可能性があり

ます。

移行とインストールのアップグレード

仮想マシンが起動しない

移行中またはインストール中にマウントされたインストール ISOを使用してVMを起動できな
い場合は、Basic Input/Output System（BIOS）でVMの起動順序を確認してください。公式Cisco
OpenVirtualizationFormat（OVF）ファイルを使用する新規作成VMだけを使用することをお勧
めします。

VMが見つからない

VMが見つからない場合は、vMotionがオフになっていることを確認します。

アップグレードファイルのリストが空

アップグレードの ISOファイルのリストが空の場合、アップグレードするクラスタ内の 1つ以
上のサーバで、既存のアップグレードが停止していることが原因である可能性があります。

Unified Communications Manager側のアップグレードプロセスが停止したため、ファイルリス
トは空として表示されます。したがって、アップグレードを実行できないため、有効なファイ

ルはありません。アプリケーションサーバCLIからアップグレードを試行すると、「「リソー
スロック platform.api.network.addressは現在ロックされています（The resource lock
platform.api.network.address is currently locked.）」」というメッセージが表示されることがあり
ます。

この問題を解決するには、Unified Communications Managerサーバを再起動します。

アップグレード ISOまたは COPファイルがタスクウィザードに表示されない

アップグレード ISOファイルまたは COPファイルがタスクウィザードに表示されない場合
は、Prime Collaboration Deploymentサーバ上の正しいディレクトリにファイルがアップロード
されていることを確認します。ファイルの場所を確認するには、ナビゲーションの開閉ボタン

をクリックし、インベントリ > SFTPサーバとデータストアメニューオプションを選択しま
す。通常、使用中のディレクトリはタスクウィザードの最上部に表示されます。

アップグレード ISOファイルはすべてのノードに対して有効である必要がある

アップグレード ISOファイルがウィザードに表示されるためには、このファイルがタスク内の
すべてのノードで有効である必要があります。アップグレード ISOファイルが表示されない場
合は、タスクにパブリッシャが含まれているか、またはパブリッシャがすでにアップグレード

されていることを確認します。
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リリース 10.x以降の製品

リリース10.x以前のほとんどの製品では、一般的なアップグレードおよびインストール失敗の
メッセージだけがレポートされます。ユーザは、当該製品に固有の従来のツールとプロセスを

使用し、障害が発生したノードに直接アクセスして問題を診断する必要があります（たとえ

ば、アップグレードログを確認するには、Unified Real-Time Monitoring Toolまたは CLIを使用
します）。

現在のタスクがキャンセル状態の場合の新規タスクの実

行

フレッシュインストールタスクの再実行

以下の手順は、現在のタスクがキャンセル処理中である場合に新規タスクを再実行するための

手順の概要を示しています。詳細については、タスク管理に関するトピックを参照してくださ

い。

手順

ステップ 1 最も最近のタスクのステータスを検証するにはタスクログを参照してください。

a) VMの電源がオンで、フレッシュインストールタスクが宛先VMでまだ進行中の場合、新
規VMを作成するには、VMの電源をオフにしてから削除し、OVAを再展開します。新規
VMには同じ名前を使用できます。

b) VMの電源がオフで、フレッシュインストールが VM上で開始されていない場合、VMを
オフのままにしてください。

ステップ 2 クラスタをチェックして、クラスタ内のノードがアクティブなバージョンまたは検出ステータ
スで更新されているかどうかを確認します。

•いずれかのノードが新規バージョンまたは検出ステータスで更新されている場合、同じ
VMとインストール設定を使用し、新しい名前で新しいクラスタを作成します。

•クラスタ内のノードが更新されていない場合は、フレッシュインストールタスクを再作
成するときにクラスタを再使用します。

ステップ 3 新規インストールタスクを作成して実行します。

移行タスクの再実行

以下に、現在の移行タスクがキャンセル処理中である場合に同じ送信元および宛先クラスタに

対して移行タスクを再実行するための手順の概要を示します。詳細については、タスク管理に

関するトピックを参照してください。
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手順

ステップ 1 最も最近のタスクのステータスを検証するにはタスクログを参照してください。

a) VMの電源がオンで、移行タスクが宛先 VMでまだ進行中の場合、新規宛先 VMを作成す
るには、宛先 VMの電源をオフにし、削除して、OVAを再展開します。新規 VMには同
じ名前を使用できます。

b) VMの電源がオフであり、VMで移行が開始されていない場合、VMは電源オフのままに
してください。

ステップ 2 新規タスクを実行する前にソースクラスタ上でノードのステータスを確認してください。

•送信元ノードの電源がオフの場合、送信元ノードの電源をオンにし、移行タスクを再実行
する前にノードが実行状態にあることを確認してください。

•ネットワーク移行の場合、送信元ノードは電源オンのままとなっている場合があります。

ステップ 3 送信元ノードでクラスタの検出を再実行する必要はありません。

ステップ 4 宛先クラスタを調べ、アクティブなバージョンまたは検出ステータスでノードが更新されてい
ないことを確認してください。

•宛先クラスタ内のノードが、新しいバージョンのアプリケーションまたは検出ステータス
によって更新されている場合は、新しい移行宛先クラスタを作成して送信元クラスタと同

じ名前を付け、同じ宛先 VMを選択します。
•宛先クラスタ内のノードが新しいバージョンのアプリケーションまたは検出ステータスで
更新されていない場合、後で新規移行タスクを作成する際に、移行宛先クラスタを再利用

できることがあります。これが可能でない場合は移行宛先クラスタを新しい名前で再作成

します。

ステップ 5 同じ送信元クラスタおよび新しい宛先クラスタを持つ新規移行タスクを作成します。

ステップ 6 新しいタスクの実行を開始します。

バージョンの有効性
Cisco PrimeCollaborationDeploymentの規制対象バージョンまたは規制対象外バージョンでバー
ジョンの有効性が Trueの場合、Cisco Prime Collaboration Deploymentをインストールまたは移
行します。

表 6 :バージョンの有効性に基づいてサポートされるタスク

バージョンの有効性送信先送信元

True輸出規制対象（K9）輸出規制対象（K9）

False輸出規制対象外（XU）輸出規制対象（K9）

True輸出規制対象（K9）輸出規制対象外（XU）
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バージョンの有効性送信先送信元

False輸出規制対象外（XU）輸出規制対象外（XU）

ISOファイルが移行中にロードまたは認識されない
新しい仮想マシンにクラスタをアップグレードして移行するための移行タスクを作成すると、

タスクによって古いサーバから情報が抽出され、仮想マシンが起動します。ISOファイルが
ロードされていないか認識されない場合は、次の手順を実行します。

1. Cisco Unified Communications Manager仮想マシンで、Cisco Unified Communications Manager
仮想マシンの正しい ESXi BIOSブート順序を確認します。たとえば、CDROM、リムーバ
ブルデバイス、ハードディスクドライブ (HDD)、VMXNET3からのネットワークブートな
どです。

2. ESXi Foundationまたは Standard以降を使用して Cisco Unified Communications Manager仮想
マシンの ESXiホストを確認します。

ハイパーバイザエディションは、Cisco Prime Collaboration導入に必要な ESXi Apiを有効
にしません。

（注）

3. Cisco PrimeCollaboration展開にESXiホストへのルートアクセスがあることを確認します。

4. NFSマウントが安定していることを確認します。

• ISOファイルが NFSから仮想マシンにマウントされていない場合は、[ ESXihost >
config > storage (datastore) > storage (datastore)]をオンにします。

データストアが非アクティブの場合は、再接続する必要があ

ります。

（注）

• NFSマウントを強制的に再接続するには Cisco Prime Collaboration展開を使用して、
ESXiホストを削除し、再度追加します。次に、移行タスクを再実行します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


